


口蓋裂の術後に現われる機能障害のうちで咀嚼障害は患者のその後の成長に悪影響を与え

るので、出来るだけ早期に矯正治療を開始する必要がある。一方、口蓋裂児にあっては言

語障害を有するものが多く、この治療もまた早期に開始する程良好な結果が得られるとい

われている。ところが矯正治療に用いられる矯正装置と言語治療に必要な Speech-aid を同

一顎内に同時に装着することは、それぞれの治療にとって障害となる。そこでまず

Speech-aid 装着期間と言語治療との関係を調べることにより、言語治療と矯正治療が一つ

の治療体系の中で実行できるかどうかを研究することとした｡ 


